
Title クライン 合衆国における経済変動
Sub Title L.R. Klein, "Economic fluctuation in the United States"
Author 鈴木, 諒一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1951

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.44, No.8/9 (1951. 9) ,p.539(75)- 544(80) 
JaLC DOI 10.14991/001.19510901-0075
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19510901-

0075

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


3
叫
珙
會
雜
誌
笫
四
十
四
卷
席
八
•
九
膦

ば
、
，
江

戸

時

代

觀G
g
#

頃
ま
で〕

は
、
揺

帳

上

の『

本
百
姓」

に 

よ

るr
地
、_

作
的
經
營i

が
吏
配
的
で
あ
り
ヽ
こ
れ
が
使
期
に
入
つ
て

:
:

霞

.に

寄

氣

地

着

と

涵

水

作
饗
が
一
般
的
と
な̂

と
,0

こ
の
說
は
そ
の
後
ニ
三
の
修1E
說
の
提
示 

が
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず

V
"

傲
然
荷
力
な
見
解
と
考
え
ら
れ
る
が
、
間
題
は 

寧
保
以
降
に
展
開
す
る
と
さ
れ
る
寄
虫
池
主
H

零
細
小̂

^

業
の
中
に
、 

近
代
的
モ
メ
ン
ト
を
認
め
う
る
か
否
か
に
あ
る
。
か
つ

〕

て
_

の
新
地
、壬 

手
作
を
以
て
富
農
經
營
と
考
え
る
蒐
解
も
あ
つ
た
が
、
右
の
說
に
よ
れ
ば 

そ
の
よ
う
な
近
代
的•

農
は
.出
規
す
る
餘
地
が
な
い.0
も
し
そ
う
と
す 

れ
ば
明
氣
新
の
原
動
力
を
ザ
とr
求
奶
‘る
べ
き
か
と
い
う
反
省
か
ら
、

ぞ
；の
間
に̂
§

#

=

糈
農
と
か
>

豪
士
=
中
農
餍
とか
い
つ
た

も

め

を

强

い
。
 

で
發
見
し
、
，そ
れ
を
近
代
化
：咏
鐵
尚
渚
と
.し
て
取
り
上
げ
ん
と
す
る
满
み.
 

も
行
わ
•れ
た
0

し
か̂

と
の
主
酿
は
い
か
に
し
て
も
無
蹕
で
あ
り
、

'
，近

代； 

化
の
檄
い
手'は

む
;1
.
,ろ

、
，
江

月

時

代

後

^

^

に
全
國
的
に
見
ら
れ
る_

 

. 

的
#

業
の
麗
と
ズ
ぞ
れ
に
伴
つ
て
腐
汎
に
起
つ
_て
バ
る
百
姓
一
揆
の
中 

に
と
1

求
め
な
げ
ル
ば
だ
ら
な
い.と
考
え
ら
_れ
る
。
采
し
で：

然
水
と
^
れ
一 

'•
■

ば
と
の
よ
う
な
農
業
或
い
は
莨
姐
：

1
,揆
ゆ
主
體
を
紀
老
邋
民
め

)
 

實
態
及
び
農̂

^

の
鳅
明
之
ゼ
が
、
：
&

社
會
遍
壞
期
此
於
け
名
經
濟'-
,
'
. 

'

史
上
の
最
大
の
間
題
と
な
り
、：
_

維
新
史
め
研
宛
も
潘
な
名
槪

P

論

部
' 

:を
超
え
.で
、
こ
の
方
面
に
於
け
る■實
歡
的
成
果
を
擧
げ
る

X

く

努

力

す

：る 

と

と

が

望

ま

れ
>?
>
办

で

あ

る0:
ハ
未®
 

'

•
C
1

)

安
藤
岛
雄
氏「

最
近
に
ぉ
け
る
明
治
維
齓
史
硏
究
の
動
向
に
つ..
'
.

ノ 

七
因
，
$

三

八)

、

い
て
.

K:.

經
濟
取
論
集
十
九
ノ
五

y

枇
西
光
速
氏r

最
近
：の
藤
求 

-經
濟
段
階
論j

經
濟
志
林
十
八
ノ
ー

D

 

(

2〕

こ
、
で
似
そ
の
論
爭
者
と
し
て
、
堀
江
英.
1、
奈
捉
氺
辰
也
、 

遠
山
茂
漱
ヽ
藤
£
五
郞
1
羽
撝
举
也
、
山
崎
險
三
、
松
本
速
郎
、

‘
又
-
る
 

0
- 

... 

• ,

.

'■
.

 

■

-
 

‘
 

-

 .

.

.

.

 
•

.(3;x:

樣

表

时

を

雄

氏」

®

世
：H
本

p

^

!
t-
:.
.

'

(

4〕

例
え
ば
藤
㈦
五

郞

氏r

近
世
封
婕
社
會
の
范
廣
檇
造

」

(

5〕

：
十
：
屋

裔

雄

氏

.

.—
1H

,

本

资

本

主

義

：史

#

1

」

.

.
、

：：v

藤
£
:丑
#
氏
，1
:本
近
代
鹿
業
の
；生.成」

，
其

.
$
他

，

：：

.

.

(

7〕

.
奈
岚
本
，辰
也
氏
：ら
近1!
1
-
'
封
建
社
':
#
史
論
^
印
本
近
世
史
硏
究

」

.
C8.〕

，
ど
.れ
に
關
す
る
代
表
；̂锋

作
'と
ー
し'て
：：ゆ
、^-
身
激
雄
氏
：

「

近
世
.

に
ぉ
け
る
%
業
的
農
#
:
1
の
镀
開
^
批
會
機
成
哽
大
«

所
收〕

ぃ
 

(
c
o
r

II
姓
一
免
に
關
：す
る
：戰
後
の"：
硏
，
究

と

：
し

：
：
て

は

タ

淋

棊

氏

；

'

「

初
期
' 

.

西
姓
.一
校
硏
究
>.
丨
ト
3
:歷
史
雜
論
-
五)

：

「

近
世
に
お
け
る
階 

.

級
岡
氓
の
諸
形
獾J

ハ「

fr
b
會
構
成
史
大
系J

所
收y

遠
⑴
茂
樹
氏 

「

西
姓j

揆
の
眾
‘
性
に
つ
い
て」

ハ
評
論
|
|
|

 ̂

。
へ
ゾ
ふ
へ
先
樹
氏
ハ

&

戶
斯
枚
後
期
一
狡
覺
書H
歴
史
學
硏
常1,1

--
■•七〕

.、

.
-ク

：ー
フ
：
ィ

ン
#

衆

國

fc
於

け

：る

經

濟

變

動
J
;'
'■.■;'
^
,■
:
,

へ：.

R
'

 Klein
,.

た Ec
onomic fluctuations in 

the United states.o

.,

、.：
•

.

.
鈴

术

諒

一

;

先

にT
h
e

 

w
o
^
a
w
^
.
s

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 1
9
4
7

な
る
著
書
を
發
表
し
て 

'.
.
.
.
古
典
學
派
の
’經
濟
學
と

ケ
イ
ン
ズ
の
純
濟
學と
を
此

鑛

討

し

つ
X

、
後 

者

の

^

^

性

を

論

證

し
や
ぅ
と

誠

み

た口

ー
レ
ン
ス

‘
R
•
ク
ラ
イ
ン
は

今

MMconomicFidctuationsin the United state

w'

,,:195P:J?HV:.

干173: 〈

な
^

®

:

0し
：
て

：、
.，
前

著

：
で

展

開
:l，
；

た'
&

を
：..' 

計
量
經
濟
學
柄
に
發
展
さ
：せ̂
ぅ
^
試
み
.で
ゐ
^
。
へ^
€>
,«,
ば
四
會
^.
^

.
 

構
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
へ
第
一
章
の̂
え

也Building^-Gelierai Piri- 

s
i
p
i
e
s

と
第
二
章
のwe

o
n
o
m
i
c

 T
h
e
o
r
y

の
ニ
章
は
前
著
.

「

ケ
イ
ン 

•

.ズ
革
命J

の
數
學
附
錄
に
お
い
て
展
開
し
た
極
大
原
理
を
發
展
さ
せ
た
も 

:
の
..であ
り
、
第
一

！.1

韋
.
'

statistical. Models 

.
'
は
.計
量
的
分
折
の
.鶉
礎
ぎ
'
、
 

論
と
な
る
も
の
-
第
四
章
のAd

e
q
u
a
c
y

 of t
h
e
〈Available 

B
a
t
a

 

は
峩
題
の
沅
す
如
く
、
資
料
の.檢
討
ヤ
ぁ
る
が
、
こ
の
章
に
は
傲
か.に
±.}

H
が
割
か
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こG-

四
章
の
外

S

礎
的
が
計
算
の

グ
ラ
イ
ン「

合
衆
國H

抑
け
あ
經
濟
潑
動」

.

:結
果

を

.|
2
載
し
た
約
謂

0

:^
に
瓦
る

.
>
^
”
§
{
3><
-
,が
加
ぇ
ら
れ

1:
ゐ
る

。
r
 

ヽ
以
：

上ら見で々
本書の

.生
_耍
部
分
は
第

3
章
に
ぁ
る
と
思
は
れ 

る
の
で
ヽ
第
三
章
を
主

.と
し
て
紹
介
し

..て
行
く
ご
と

.に
し
や

^:
0 

_

■:
■:
:fe
p

wfc
fe
^
^
^
r
s 
ィ
.ン
：
：の
；
目

標

は

、

#
て
テ
/
.ン
/べ
；
ル^,
V
に
よ
.
 

つ
て
.行
は

れ

：
た
.合
^
國
^
知
.け
る
景
氣
變
動
：の.分
斯
.を
越
ぇ
て
へ
.
‘ケ-ィ
. 'ン
.：
；
. 

理

論

め

泐

げ

_を

傲

--
0
て
1
.層
理
論
顧
濟
餐
_
は
ま
と
：め
上
げ
ら
れ
た
計 
:；

貴
的
分
浙
を
試
み
よ
：ぅ
と
す
る
ご.と
：に
_ぁ
‘る
0 

.
こ
の
分
析
を
行
ぅ
に
當
つ 

ン
て
、-\
貨
*

.0

.傲

;^
ヽ
ー
政_
支
出
>

税̂
ヽ)

人
0'
;
.の
壻
加
及
び
長
1

尚
は
/: 

外
生
的
變
墩
と
し
て
取
韻
は
れ
る
。
と
れ
を̂で
表
ば
>
.
坐̂
的
な
變
：
 

數
を
び
、.不
規
則
變
軌
を
$
で
表
は
し
' 
た
を
以
で
期
間
を
象
は
す
と
き 

に
.は
、
，狄
は
が
及
び
之
の
函
數
と
な
つ.て
、
次
式
が
成
^f

.
K
a
o

'.-:: :

、
 

f
r
y
h 

.yrjet

こ
の
,
の
脱
を
確
定
す
る
と
と
は
計
量
經
濟
學
上
の.重
ー
樊
な
間
.
題

で

ぁ 

る
。
ク
ラ
ィ
ン
は
こ
ぐ
で
誘
導
形
法
の
導
入
を
主
歐
す
泠
ハ
痛
上
は
第
ー 

章
十
一
1
JT
1
で
の
部
分
の
要
約
.でぁ

る

-.
第
ー
»
の
«
^
理
論
の
»
で

..
 

初
め
に
^:
題
と
‘さ
れ
て
ゐ
る
點
は
、

「

ケ
ィ
ツ
ズ
へ
革
命1—
:
!
^
來

樣

知

越

さ

れ 

て

ゐ

たAggregdti

o'n

の
問
題
で
あ
る
。
卽
ち
、
と\
で
所
謂
マ
'イ

ク
ロ 

V文n 
ノ

ミ

ッ

'
.
.
ク

ス

の

•理
論
と
マ
ク
兑
；
工
コ
メ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
理
論

と
の
結
合
が
企
て
ら
れ
る
，の
で
あ
る
。
わ
れ
く
が
先
人
か
ら
遣
.產
と
し

：
. 

て
繼
承
し
弋
ゐ
る
理
論
の
多
く
は
微
視
的
觀
點
か
^

論

-
ぜ

ら

れ

知

も

の

で 

ぁ
る
が
V

綠
^

資
料
と
し
.，で
把
捉
す
る
ど
と
の
で
き
る
：槪
念
ば
>

國

民

所
.

負

：衡
_

詹

董

れ

憙

視

的

經

濟

學

截_

念
.で
ぁ
る
0
:::.'各

.

.

.

.

へ
 

七

五

(

五
三
九〕



H
S學
會
雜
誌
'へ
第

ST

十
四
卷
’
•第
八
V 

.
九
.號
-

結
合
を
圓
る
た
め
に
ク
ラ
イ
ン
は
第
一
一
章
に
お
い
て
、
企
業
の
理
論
と
象 

計
の
\
理
論
と
を
展
開
す
る
。
何
れ
も
極
大
1

-

に
よ
る
も
の
、で
あ
る
が
ヽ'
 

こ
、
で
法
意
す
ベ
ぎ
點
は
、f

る
限
界
坐̂

R

均

等

'
の

法

則

を

說

く

に 

止
ま
つ
て
ゐ
な
い
で
、
不
規—

動

値

を

も

考

慮

に

‘
入

れ

た

豫

觀

利

潤

の 

最
大
を
圖
る
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
てf

點
で
あ
る
？
こ
の̂

め—i
n
v
e
a
t
-

 

o
r
y

に
關
す
•る
證
法
則
か
ら
は、

i
n
v
e
n
t
o
r
y

 

.の
限
2

^

1
費
>|
]
が 

豫
想
價
格
め
變
化
に

1

致
す
る
こ
と
が
均
衡■の
條
件
と
し.で

導

か

.
れ

て

く 

る
。
さ
ぅ
し
て
利
潤
極
大
の
原
則
か
ら
は
、
，他
の
坐
產
耍
素
に
關
し
て
は 

.，
生

蕻

物

を

坐

藝

素

で

I

一
次
微
分
し
た
結
果
が
貨
號
を
と
る
と
-と
を
要
來 

し
て
ゐ
る
の
に
對
し
、i

费
用
に
關
す
る
汸
松
式
だ
け
に
つ
い
て
は
、

一 

逆
に
一
一
次
微
分
；

^

が
瓜
の
符
誠
を
と
る
仁
と
が
必
耍
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
難
い
.。
ク
ラ
イ
ゾ
は
豇
に
進
ん
で
新
役
資
の
效
果
を
も
考
慮
す
る
必
耍 

を
認
め
て
、
，
先
に
導
含
出
さ
れ
た
結
論
を
、
統
計
的
に
測
定
可
能
な
諸
槪
；

： 

念
に
置
含
換
え
ホ
微
視
的
理
論
か
ら_
出
さ
れ
た
結
果
を
巨
視
的
硏
究
に. 

結
合
せ
し
め
が
-(

I

の
观
論
に
お
い
て
も
同
榇
の
考
察
が
行
は
れ
て
ゐ

. 

る
•か
紙
而
の
關
係
上
竹
略
す
るo
yた
め
の
努
力
を
拂
つ
て
ゐ
るo
と
れ
等 

‘の
企
業
の
.理
論
や
家
計
の
理
論
は
何
れ
も
瓦
視
的
分
析
に
進
む
た
め
の
越
1 

'.
，-礎
规
諭
と
^
る
名
の
电
ぉ
る
が
^
^
洤
な
理
論
體
系
玄
整
ヴ
る
た
办
杧
は 

市
場
均
衡
.の
理
論
が
必
要
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
は
こX
で
、
サ
ム
エ
ル
ソ 

.ゾ
が
'

四T

年

のr.H 

n,

ノ
メ
ト
リ
力」

■誌
上
で
論
じ
た
需
要
と
供
給 

.の
i

に
つ
.い
て
の
安
诺
の
條
你
の
理
論
式
を
資
驗
式
化
す
る
と
と
に
よ

• ' 

七
'六

•

(

五
四 

0
}

つ
-て
.ヽ
、
市
場
均
衡
論
文
の
第
一
步
を
踏
み
出
す
。
.需
要
跫
を
D -
、
.
供

給

量
 

を
^
、
價
格
を
ダ
、
時
をi
、
不
規
則
變
勸
を
狄
で
表
は
せ
ば
、
次
式
が’
 

成
立
-つ
。

d
=
D
ff
ン
十 U

一，
CQ
H
CQ
ハ 

y
o
+
g
2 

- 

.

H
/
o
s

l
-
s 

+ 

泛3

こ
れ
等
の
武
を
整
理
し
て’次
の
形
に
導
く
と
と
は
界
晶
で
あ
る
。

:

, 
U
2
I
U
C/
J
U
3 
.
 

,
 

も
し
均
衡
點
の
近
傍
に
お
い
^
凡
て
の
函
數
が」

5-
2
2:
の
形
を
と
る
と 

す
れ
ば
、
と
の
一
次
の
線
型
微
分
方
程
式
を
解
い
て
、1
.ぼ

§

=
const 

か
ら
均
衡
の
條
许
を
求
め
る
と
と
は
释
易
で
あ
'る
。
あ
?>
.場
合
杧
は
1)
.と
. 

S
と
は
夫
々
測
定
可
能
で
.あ
る
し
、
c
b丨
5

は
：

i
n
v
e
n
t
o
r
y

^:
變
化 

率
と
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
と
れ
は
常
に
測
定
可
能
で
あ
る
。
從
つ
て 

上
述
の
結
說
を
檢
證
す
る
こ
と
が
で
き
る
。，
更
に
こ
れ
を
一
般
角
衡
論
的 

ィ
見
M ;
i
i擴
海

':
u
で
見
_
^ :
* '
を

財

ゆ

儐

将

の

變

他

氣

は

、

:^
の
財
の
ー
供 

給
と
需k

の
差
丑
の
函
數
ヤ
あ
る
と
者
へ
れ
ば
、
^
上
述
の
結
論
を
擴
張
. 

し
て
行
ぐ
こ
と
が
で
き
る
Q
.卽
ぢ
、
每

-1
|
^
+
^
^
+
島

が

石

式

が

成
 

■

^:
:
s;
u
、
•

の
場
^
に

味
.ル
は
凡
て
の
：財
の
：霜

の

：加
童
平
均
で
ぁ 

り
、‘
Hも
同
樣
，の
意
味
を
持
つ
。
こ
、
で//
の
變
化
に
つ
ー
て
は
ハ
合
理 

的
纪
行
動
の
結
來
起
る
も
の
と
、
豫
期
し
な
か
：

.ク
た

變

動

：
^
め
ー
ー
ー
つ
の
原 

•
因
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き
ん
。
總
生
產
高
を
尤
で
表
は
し
、
添
數
を
以
て 

:'
:期
間
を
表
は
せ
ば、̂:
;
:ィ

；
ム--
ー
ブ̂
を
考
虞
に
入
れ
る.と
>

■間
に
ー
方
程
式
_を
作
る
こ
と
が
で
ぎ
る,0
.:國
民
^

を̂
^
、
消
費
.を
0
へ 

投
資
を
/
.と
お
计
ば
、.上
述
の
關
係
が
p>
;
.
>:.
:(

':
-

.

.■.
'

:

'

' c+J+J'.ET+Jssln-yv-

J
f
^
i
?
+

fcv:

人
，=
f
i
c
=
03
q
 

§
&
 

/

.な
る
ニ
式
を
得
る
。
も
し̂

が̂
需
耍
を
超
過
し
た
場
合
、
そ
の
超
過
額 

に
從
っ
て
企
榮
が
生
產
高
を
瓢
節
す
本
ば
、

J
；r
=
/
C
：

き

o
+
u
f 

方
る
關
係
武
を
得
る
。
と
れ
と
前
の
諸
武
と
を
結
合
す
れ
ば
、

.
u
^
=
^
co
V
J
T
r
-

tx
J
3
^
J
+
著

.と
な
る
。I

と
‘IT

 @

和
を
以
て
投
資
と
定
義
す
れ
ば
、
ニ

」

の
方
程
式 

か
ら
、
^
資
ど
®

:
.C
D
'
l
^
'i
M
產
量
を
變
動
脊
虹
參
：_

產
實
は 

貯
藉
ど
を
埒
衡
化
さ
せ
る
様
に®

さ
れ
る
と
と
が
解
る
。

(

^

1〕

卜 

Tinbergen, 

Business 

Cycles 

in 

t-c
r
e
. 

United 

* 

States of America,I919-1932, 

M
i
.

0

A
 

w
aPJ
.
1
>
. 

g
p

目
 
gEO
§

“ 

s 

Stability o
f
s
u
i
l
i
b
r

s-m

 

0
0
5
^
1
^
®
-

 

P
S
 

H
O
O
S
&
^

,

.
a.
c
a
,

 April, 1941.

以
上
に
お
いy

莪
礎
理
論
が
與
へ
ら
れ
た
が
、
と
の
甚
礎
理
論
は
第
三 

章
のT

統
計
的
模
型
‘

i

に
お
い
.て
、
.こ
の
計
量
北
が
企
て
ら
れ
る

。
こ 

ひ
^
計
的
^

に̂
は一.1.1

っ
の
型
が
あ
り
、
第‘

1

が
ぃA

c»
i
m
p
l
<l
>
.げ
ぼ
<!
>
0>— 

equation S
y
s
t
e
m

•第
二 
は
.

A

w
e
d
i
d 

F
o
r
m
,

第
三
.は
>L

a
r
g
e

 

1

0

1 .
.
M
6
d
e
l

で
あ
っ
て
、
、I
と
E
に
多
く
の
紙
面
が
割
か
れ
て 

t

o
鐘

I
に
お
い
て
は
ク
ラ
ィ
ン
は
次
式
を
墨
骅
と
す
る
。
■

‘
ク
严
ィ
ン
’

「

合
衆
國
.に
，知
け
.る
經
齋
變
.動
：|へ
.

C5
=
<f
t
-h
a
j
.
l
^
+
a
2
7
r

-t
'
g
l

:

.

.
‘8-

{
免

は

货̂

1

で̂

表

翁

レ

た

消

蕾

、

^
^
|
3
;
銀

所

得

ヽ

：
«■
'
;
は

非

賃

銀 

へ

遭
_
裏

。'.
.
-
:
ど
れ
版
第
一.1蓽
め

激«:
の
1̂

%

ぢ

衡
ら
掩
た
も
の
で
あ 

嫁

.

_

1費fi

數
办
_
露

と
#S

動

0;
.

〕

費

勝

る

4
=
功
0
十
10
1习 
+ 
0-2习
丨
{
十 

i
?
3
^
l
l

;+
se
2…

.
i 

…

.：(2)

-J
ば
純
探
»
、
ダ
は
利
潤
ハ
咒
は
ギ̂

の
資
本
の
蛰
で
何
れ
も©

«̂; 

格
，S

示
さ
れ
る
。
こ.の
方
程
式
？

つ
て
、
利
潤
が
資
本_

除
會
の〉 

^

游̂
德
め)

ま
動
爾
で
-^
:1
;

#
气
畜
實
が
篆
は
さ
れ
る
タ
ヘ
第

j

1S :
霞
本 

方

程

成

は

，
勞

働

に

歡

す

る

®i

樊
の
ガ
程
式
.で
ぁ
‘る
。

'
. 

.
•
へ

琴=

r
o
+

rl.F 

+ 

7*2 F
l
l

+
r
3
w.
+ 

S
3

.....

.(s)

:',
F
相
安
准
顧
格
^
本
し
た
生
產
額
で^

丨

の

截

本

方

程

式

の

他

に

定_
式
と
し
て
更
P
三
側
の
方
程
式
が
加
は
：る
。

.
今
や
六
個
の
內
生
的

變

數

灰

l

y

&

j個
の
外
生
的
變
數t

tG-

:
.'
';
:
-
:
:

^:
あ
,

灌
,

；汝
個
_

■

六
個
欽
i

肋
變
膨
を
洗
链
セ^
名

;0

〕：；：：： 
一..;
-
:
'
'
:

併
：1>
.'.
:
>ー猶
_

統
計
的
_

變

奮

合

：ね
比

る
。
ド
レ
ン
.ド
及
び
タ
ィ
4 
•
ラ
グ
が
存
在
せ
ず
、
政
府
の
經
鲁
動
が 

無
わ
と
^
ぅ
^

な̂
場
脅
を
考
へ
る
と̂
⑵
式
^

、
. 

/■

,

W
U
TD
O f 01

肖+

ZO3
K
I
I
+
U
2

 

X 

.

.(2)

へ
、
.

X
、
_以
上

の

の

方

程

式

が

ら

消

去

ダ

行'?
て
行
く
'と
、

•

勿a+517r+

c#2J+<J3ir

丨-
x
,
=
F
^
^
l
+

o,
5
%
2-f
3 象 3

.(3 )、

ノ

. 

七
七 

£

£

0



.一1ー
出
學
發
雜
誌
‘第
四
.十
西
.卷
-
•第
A
:-
;
九
雛
，

,

'

’な
る
方
，程
武
を
得
る'0
_

理
論
と
し
て
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
が.
 

i
.
t
t
/c
に
^
す
る
統
計
資
料
は
邮■式
の
.パ
ラ
メ
ー
タ
I
を
決
定
す
ベ
き 

"も
の
が
’
或
ひ
は
邮
式
の
パ
ラ
メ
 
一
タ
r
を
決
矩
す
べ
含
も
の
か
、

^

^

す
る
.と
.と
.は
難
か
し
い°
0

.

.が
變
歡
と
し'
て
.入
：_つ
ズ
'<

れ
ば(

.
(2
h: 

• 

武
に
は̂

ば
含
^

れ
な
い
が
ヽ̂

式
に
は
當
然
含
ま.れ

る

か

ら

、
.
⑵
式 

の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー,
A
j撕^

の
そ
れ
と
を
決
定
す
べ
含
統
計
資
料
は
、
當 

:

货
の
と
と
乂
し
て
區
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

'
と
と
ろ
で
、
--
*
九1

ニ 

|四

1
年
の
期
問
に
お
い
て
は
、’各
變
數
他
、

:

上
述
の
.摸
型
方
H

に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
値
を
と
つ
て
ゐ
％
 

，

柳

W3
の
間
に
^
關
々
係
が
無
け
れ
ば.、、
計
算
は
非
常
に.簡
單
に
な
る
.0 

と
の
條
件
が
充
さ
れ
て■■ゐ
る
も
の
'と
假
定
し
て
、
先
づ•_ 

M
a
x
i
m
u
m

 

Likelihood Method 
を
適
用
す
^
と
、.次
の
結
架
を
#-
る
。(

3
{5
)
(6
)
:

は
_

式
で
あ
る
か
ら
統
計
，的
計̂
を
行
ぅ
必
要
は
無
い。)

.

16.78

+
0
0
2
T
T
+

0.23 
习
丨 1+

0.80 
匀
许 wr.::clco

' 

一

,
T
=
1
7
,
7
9
+
P
2
3
J
T
+
P
5
4

 

7
T
l
l
l
o
,
1
5
J
S
:
l
l

-+
w

2 

…
…
(

2

S
 

3

=

1

.

8七0
.
4
2
C
N

わ
^

i

T

^

)

+

9*
1
6

(

F

+

H

J
 

1
7
2
)
1
1

 

'

十0
,
1
3
Q

ぃ
1
9

3
1

〕

+

-l
.
r 

•.*
:(

3

S

數
字
は
何
れ
もV

九
一
ー.ー
四
年
の
.
^
^
.
で

笼

し

た

汁

億

ド

本

を

^-
2#
と

し

た 

ト
も
办
で
あ
る
。
似
し
、
灰
は
浪
間
豳
業
が
ら
办
賃
籍
^

矿
べ
は
政
府
：：
 

に
ょ
ヴ
て
^

は̂
れ
各
憂
脱
得
で
あ
复
^

は
ゃ
純
國
民
坐
產
額
と
國 

民
所
得
办
純
鎅
と
ゆ
擎

(

卽
ち
事
業
税〕

で
：あ

奮

■/
:
■
:
.'.
■
:
■■
■
-
;:
 

.
以
上
の
方
法
は
前
述
办
如
く
ッ
咐
物
岣
の
間
に
相
關
カ
係
が
無
ぃ
こ
：

,

七

八

(

五
四
5

と
を
前
提
と
し
て
み
る
。
然
る
に
實
際
に
計
算
し
て
見
る
と
，、
〇

•
三
乃 

至
0
メ
五
.の
相
關
度
が
あ
义
。
そ
‘と
で
第
ニ'9
誘
導
形
法
に
ぉ
い
て
は
興 

1

^
の
不
規
^
1動
の
_

に
は
相
關
々
係
の
無
い
こ
と
を
前
提
と
す
る 

が
、
' 同
議

間
•の
U
め
間
^
售

定

'
9假
定
を
設.け
龙
い
-0
^
の
方
^
^
^
^
^

で
計
#-
し
た
,

は
、

-

,c=17.7i+0.02;r+§
7 

匀
+
气
1……

(
1

S

J
=
2
2
.
5
b
+
o
o

oo
7
r
+§s
?
l
l
o
.
1
7

5̂
1
1
+
u
v

(
2

^

.
1
^
=
.
1
;
5
3

+
0
.
4
3

(

^
十
^
1
.
1
^
2

〕

..十
^
1̂
^
十
^
パ
.与
2

〕

丨
1

、

,

+
0
,
1
3
C
T
1
9
3
1
¥
W
、3

、<
3
6
v

 

‘

と
な
っ
て
第
一
方
程
式
に
ぉ
い
てf

の
頌
が
消
ぇ
る
等
、

相
當
の
相 

違
戰
の
あ
る
こ
.と
.が
.解
る
。

:>
ー
更
ね_
典

歡

最

當

乘
_

計

藤

れ

ば

、>例〈

ば
第】

ー
式
は'-
'

-
V
. 

J
=10.13 +

0.48 

H+
0
.
3
s
.
f 

l
-
^
0
.
1
1
.

^
l«
l+
w
、
、2
..

と
な
っ
て
著
し
いi

が
出
て
く
る
。
敗
導
形
皮
必
方
程
式
に
ょ
れ
ば̂

^
■
動
譽
_

范
櫸
武
は
1
1
:
1
陪
の
定
差
亦
竭
式
.太
な
り'>
':
-ぞ
.め
特
性
方
程 

武
の
根
は
一
一
根
が
複
素
敷
、

一

根
が
實
數
土
な
っ
て
|

運
動
がf

、 

し
か
も
そ
.の
減
衰
の
程
度
は
大
き
ぐ
な
い
。
又
ヽ
上
述
の
結
果
を
利
用
し 

て
役
資
乘
數
を
計
！̂

る
こ
と
も
で
I
 

o 

,

と
の
場
合
I
は
誘
因
投
資
と 

考
へ
ら
れ

4
0.
で
を
级
て
：
投資酸數と定義

.し
て
：ゐ
る
o
と
れ
は
；
.

 

〈
1
6
)

か
ら(

S
&
:ま
亦
.の
式
を
縣
敗
す
れ
ば
容
易
ぬ
得
ら
れ
、
そ
の
値 

.■ぼ
ー
：>
ー
九
访
ぁ
?)
;
。
へ
跃
.上
五
1八
_
八̂
'

',
.
.城
上
が
模
型
.ト
办
大
贫
ゃ
ぁ
る
が

〜

模

型

屋

は

議

形

法

に

關

す

义

技.

'
•術
I

明
に
H

X
房
.り
、
i

-r
は
、
模
型
I
•の
變
數
を
搰
加
，せ
し 

■;
.
.め
た
i
.の
.

P

あ
.る

:0
:
避

で

：ば
^

j

物
及
び
坐
產
財
の
®

、
生
產
物
の 

.
'
*、，
省

税

、
&
く
|

'0
冬

'新
家
族
か
敷
ヽ
.貨
敗
1 :
、
等
の
多
く
の
變 

'

數
’が
加
わ
つ
て
、
十
六
個
の
方
程
武̂

^
-^
形
成
^
.て
ゐ
る
0 
.し
か
も
テ 

:

，
ィ
シ
べ
ル
ダ
ン
の
廣
遺
與
な
り
、
經
濟
學
的
に
見
て
も
十
分
に
意
味
の 

"

:%
■
る

方

程

成

&

一
 
社
會
の
經
濟
紐
織
を
表
は
す
と

1K

ぅ
意
味 

:

で
注
目
ず
べ
き
も
の
で
お
る.0
,

ク
-フ
イ
シ
の
考
.へ
.方
枕
以
上
で
そ
の
大
要
を
說
明
し
た
わ
け
で
あ
る
が 

こ
の
樣
な
計
量
猶
分
析
に
十
分
に
耐
へ
得
る
だ
け
の
資
料
が
あ
る
か
否
か 

;

:
が
問
題
で
^

^

:

>ラ:^
ン
は
こ
.
の

間

題

を

第

四

章

に

お

.

.
い

て

述

べ

て

ゐ 

名

.^
、
ア
メ
メ
カ
め
如
く
比
^
^
統
計
資
料
の
整
備
さ
れ
た
國
甿
お
い
て 

も
十
分
な
資
料
が
揭
ち
れ
名1
は
.限
ら
な
い
。

先
づ/<
"
で
あ
る
が
、
rr 

謂gross. in

;̂s
t
m
e
n
t

に

關

し

て

は

資

料

が

あ

る

が

、

年

々

.，.
の

固

定 

.つ
*
產
0
灌
評
縣
ル
馘
價
1
戴
^;
脈
_
わ

が

皱

諭

的

根

據

说

.十

分

で

な

ぃ

へ 

た
め
、
純
投
資
の
評
價
は
闲
難
で
あ
る
。f業
は
む
し
ろ
狃
税
に
對
ず
る 

考
慮
か
ら
償
却
額
を
矩
め
て
居
り
、こ
れ

は

必

ず

し

も

理

論

的

な

も

の

.
で 

は
な
い
。
國
域
所
得
に«
し
1:
は
非
常
.に
多
く
の
資
料
が
あ
る
が
、
國
窩 

.に
闕
す
る
.資
料
は
驚
く
ほ
ど
少
な
く
、
し
か
も
連
續
し'て
ゐ
な
い
。
次
に 

.
M銀
と
柳
潤
を
區
別.す
る
に
足
る
だ
け
の
資
料
が
必
要
で
あ
る
。

で 

ば

、
#

^

*を
雇

政

ず

：
に

自

家

勞

働

ま

■

免
行
#

ゐ̂
^
個
人
業
患
If
.
,
.

 

搏
を
ど
，ぅ
見
る
か
が
問
題
に
な
る
。
こ，

Q

場

合

に

は

、

}
.
.
定

觀

の

賃

銀

を 

豫

め

卑

め

K

お

い

て.、
そ

れ

段

上

の

锨

分

-を
利

'
_
と

見

做

す

等

の

便

法

を 

.
ぃクライン

,1r

合
衆
^
ド
抑
け
る
經
濟
變
動

」

' i
p

ぜ
ざ
る
を
得
な
い.。
§

と
/
の
分
離
で
あ
^
が
、
政
苻
の
'私
企
業
•か
' 

ら
の
財
及
が
用
役
の
購
久.は
財
政
.統
計
：に
.よ
；づ
て
.
.知
る
ぐ
こ ̂

;が
■で
き 

る
o
'
.
併
し
、
政
府
の
、民
間

M

輿

：

〈

炎
用
役
を
ぞ
ぅ
乙
て
測
定
す
る
こ
と
が 

で
き
る
で
あ
ら
ぅ
か>0
:政
藤
が
_
潤
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萼
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濟
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.
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わ
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れ
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る
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；
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濟
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此
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す
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の
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戰
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剩
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產
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. 

削
減
し
う
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膣
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。
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濟
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又
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れ
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。
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問
亦
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^
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>
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も
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